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一宮町アスリート・オブ・ザ・イヤー表彰式が３年ぶりに開催されました。2022年に活躍した
方々に各賞を贈り、その中からグランプリ１人、準グランプリ１チームが決定しました。
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令和５年成人式（二十歳の祝典）おめでとう
1 月 8 日（日）に GSS センターで成人式（二十歳の祝典）が開催され、新成人 88 人

が参加しました。
成人式実行委員会が中心となって進め、心温まる式典となりました。
式典後は、恩師と新成人との記念撮影があり、思い出に残る一日となりました。

令和５年１月８日
　　代表　　古

ふる
林
ばやし

　矢
なお

登
と

本日は私たちのために、このような盛大な式典
を催していただき、誠にありがとうございます。
また、馬淵町長をはじめ多数のご来賓の方々に
ご臨席いただき、お祝いや激励の言葉などをい
ただきまして、新成人を代表して心より御礼申
し上げます。
皆さん、お久しぶりです。この中にはよく会う

人やたまたま町で見かけた人、また、中学校卒業
以来会えなかった人などがいるかと思いますが、
今こうして多くの仲間が来てくれたこと、とても
嬉しく思います。今日再会した仲間たちはそれ
ぞれの道を歩んでいるかと思います。大学や専
門学校などで勉学に励んでいる人や、就職し仕事に励んでいる人など様々な人がいます。当時は
気付かなかったですが、今まで同じ道を歩み卒業したあの日から私たちはそれぞれの道を歩んで
いたのかもしれません。あの頃に戻りたいこともあるかと思いますが、その時には考えもしない
ほど大きくなった自分たちを見てください。それほど卒業からのこの「５年間」は私たちにとっ
て成長の毎日であったのだと感じます。
みんなには自分の将来について考えたこと、そして「夢」がありますか。皆深く考えずとも一

度は自分の将来について考え、今後の自分に期待や不安を抱いていると思います。将来自分はど
んな道を進もうか、今自分が進んでいる道は正しいのかと不安になったり、その道の先にある何
かに期待を抱いていたりしていると思います。「成人」という節目を迎え、その思いはより強く
なっていると思います。そんな今だからこそ大切にしてほしいと思う私からのお願いが一つあ
ります。それは、地元の友達を大切にしてほしいということです。私は久しぶりに一宮町に戻り、
友達に会い一緒に過ごすと、とても落ち着き幸せです。都内で大学生活を送り、夜までアルバイ
トなどをして忙しい自分にとってこの地元の仲間と過ごす時間は本当に幸せです。それは皆さ
ん感じている人も多いと思います。私たちはこの小さな町で育った数少ない仲間です。互いに助
け合い、「夢」に向かって一緒に頑張りましょう。
そして、幼い頃から私たちの成長を見守ってくださった馬淵町長をはじめとした町の皆さま、

先生方、そしてどんな時も私たちに親身になり、溢れんばかりの愛情を注いでくれた家族、本当
にありがとうございます。私たちが今胸を張って成人式に集まれたのは皆さまのおかげです。新
成人を代表して心から感謝申し上げます。まだまだ至らぬ私たちではありますが、自分たちの夢
に向かって頑張っていく所存です。やり遂げるその時まで私たちを見ていてください。これから
も応援よろしくお願いします。
結びになりますが、新成人の皆さん、これからは私たちの時代です。人間は一年で成し遂げら

れることを高く見積もってしまいます。そして、数十年で成し遂げられ得ることを低く見積り過
ぎてしまいます。私たちはまだ 20 年しか生きていません。私たちならもっと先にある大きな目
標は叶うことができると思います。これからも楽しく頑張りましょう。皆の活躍を心から祈って
います。一人の社会人としての自覚を持ち自分を磨き、精進していくことを誓い申し上げ、新成
人の主張といたします。

成　人　の　主　張
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令
和
̐
年
̕
月
̒
日
、千
葉
県
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
た
第
ù÷
回
千
葉
県
民
生
委

員
児
童
委
員
大
会
に
お
い
て
、民
生
委
員
児

童
委
員
と
し
て
長
年
の
地
域
福
祉
へ
の
功

績
が
た
た
え
ら
れ
、一
宮
町
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
の
土
屋
ひ
ろ
み
さ
ん
、髙
梨
ま

ゆ
み
さ
ん
、田
中
登
さ
ん
、田
中
清
治
さ
ん

が
千
葉
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会

長
表
彰
永
年
勤
続
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
く
民
生
委
員
児
童
委
員
と

し
て
長
年
の
地
域
福
祉
へ
の
功
績
が
た
た

え
ら
れ
、
一
宮
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
会
長
の
峰
島
重
昭
さ
ん
が
全
国
民
生

委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰
永
年
勤

続
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

福
祉
健
康
課

☎（
ûù
）１
４
３
１

森
田
さ
ん
は
、
一
宮
町
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
被
保
険
者
代
表
と
し
て
、
平

成
ùĀ
年
ø÷
月
̍
日
に
就
任
以
来
、
̑
年
間

に
わ
た
り
国
民
健
康
保
険
事
業
の
適
正
円

滑
な
運
営
と
振
興
発
展
に
尽
力
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】住
民
課

☎（
ûù
）１
４
２
３

町
内
に
お
住
ま
い
の
中
村
金
三
さ
ん

が
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で「
瑞
宝
単

光
章
」を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

中
村
さ
ん
は
úĀ
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

警
察
職
務
に
精
励
し
、
公
共
の
安
全
と
秩

序
の
維
持
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
地
域
警
察
官
と
し
て
巡
回
連
絡
や

街
頭
活
動
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動

を
積
極
的
に
行
い
、
住
民
の
身
近
で
発
生

す
る
犯
罪
の
解
決
や
未
然
防
止
に
尽
力
す

る
と
と
も
に
、
部
下
・
後
輩
の
指
導
、
育

成
に
も
熱
意
を
も
っ
て
取
り
組
む
な
ど
多

大
な
成
果
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】総
務
課

☎（
ûù
）２
１
１
２

令
和
̐
年
øù
月
ùú
日
、
茂
原
中
央
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
避
難
所
の
停
電
対
策

と
し
て
発
電
機
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
。

目
録

・
非
常
用
発
電
機（
京
セ
ラ
製
）̍
台

ご
厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】総
務
課

☎（
ûù
）２
１
１
２
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▲（左）町長、（右）森田明美さん

▲受賞された民生委員児童委員の皆さん

▲（左）町長、（右）中村金三さん

▲副町長と茂原中央ロータリー
クラブの皆さん

千
葉
県
民
児
協
会
会
長
表
彰
、

全
国
民
児
連
会
会
長
表
彰
を
受
賞

森
田
明
美
さ
ん
千
葉
県
国
民
健
康
保

険
団
体
連
合
会
理
事
長
表
彰
を
受
賞

中
村
金
三
さ
ん
危
険
業

務
従
事
者
叙
勲
を
受
章

発
電
機
を
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た



観
光
協
会
で
は
、引
き
続
き「
一
宮
町
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
２
０
２
３
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。２
０
２
２

年
ø÷
月
̍
日
以
降
に
町
内
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
で
あ

れ
ば
応
募
可
能
で
す
。「
あ
な
た
の
一
宮
」を
教
え
て

く
だ
さ
い
。ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

①
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、ツ
イ
ッ

タ
ー
の
い
ず
れ
か
で
観
光
協
会
の
ア
カ
ウ
ン
ト

を
フ
ォ
ロ
ー

②
＃
一
宮
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
３

＃
一
宮
町
観
光

̎
つ
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
て
写
真
を
投
稿
し

て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
一
宮
町
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
公
式
サ
イ
ト
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

一
宮
町
観
光
協
会（
産
業
観
光
課
内
）

☎（
ûù
）１
４
２
５
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「
一
宮
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
２
」
入
賞
作
品
の
ご
紹
介

◆
観
光
協
会
長
賞

峰
島

愛
里
さ
ん

「
か
く
れ
ん
ぼ
電
車
」【
舞
台
公
園
】

◆
町
長
賞

田
中

正
俊
さ
ん

「
エ
ー
ル
」【
一
宮
海
岸
】

◆
特
選

菰
田

達
也
さ
ん

「
夜
を
彩
る
桜
と
神
社
」【
玉
前
神
社
】

◆
特
別
賞

遠
藤

団
法
さ
ん

「
東
浪
見
の
空
か
ら
」【
東
浪
見
海
岸
】

◆
入
選

二
村

文
恵
さ
ん

「
今
日
も
一
日
お
疲
れ
さ
ま
」【
中
の
橋
】

◆
入
選

渡
部

明
美
さ
ん

「
ダ
ッ
シ
ュ
！
！
」【
一
宮
海
岸
】

◆
入
選

鶴
岡

康
史
さ
ん

「w
ish

」【
一
宮
海
岸
】



令
和
̐
年
øø
月
ùü
日
、「
千
葉
県
教
育

研
究
会
造
形
教
育
部
会
研
究
発
表
大
会

長
生
大
会
」が
一
宮
小
学
校
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、「
か
か
わ
る
・
つ
な
が
る
・

つ
く
り
だ
す
」
を
研
究
主
題
に
、
̍
・

̐
・
̑
年
生
が
、
造
形
遊
び
や
工
作
を
題

材
に
公
開
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

̍
年
生
の「
ス
タ
ン
プ
、
ス
タ
ン
プ
！
」

の
授
業
で
は
、
児
童
が
体
全
体
の
感
覚
を

働
か
せ
な
が
ら
、
身
近
な
材
料
を
使
っ
た

ス
タ
ン
プ
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。
̐
年

生
の
授
業
で
は
、
光
の
当
て
方
を
試
し
な

が
ら
、
暗
闇
で
の
光
の
映
り
方
を
工
夫
し

た「
ゆ
め
い
ろ
ラ
ン
プ
」を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。
̑
年
生
の
授
業
で
は
、
段
ボ
ー
ル

や
針
金
を
折
っ
た
り
曲
げ
た
り
し
な
が

ら
、
教
室
い
っ
ぱ
い
に
将
来
の
一
宮
町
を

イ
メ
ー
ジ
し
た「
未
來
タ
ウ
ン
一
宮
」を

制
作
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
児
童
の
絵
画
・
造
形
作
品

が
数
多
く
展
示
さ
れ
、
県
内
か
ら
参
加
し

た
約
１
３
０
人
の
教
育
関
係
者
の
高
い
評

価
を
得
る
な
ど
、
充
実
し
た
研
究
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】教
育
課

☎（
ûù
）４
５
７
４
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千
葉
県
造
形
教
育
研
究

発
表
大
会
が
開
催

▲４年生　「ゆめいろ ランプ」の授業

▲６年生　カラー版画作品

▲３年生　ユリの花などの絵画作品

▲１年生　「スタンプ、スタンプ！」の授業

▲５年生　「未來タウン 一宮」の授業

▲２年生　貝殻を使った造形作品



東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
無
観
客
で
の
開
催
に
な
り
、
千
葉
県

の
オ
リ
パ
ラ
教
育
の
集
大
成
と
も
い
え
る

「
学
校
観
戦
」が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
は
地
元
で
開

催
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
体
験
す
る
機

会
が
な
く
な
り
、
貴
重
な
経
験
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
が
行
わ
れ

た
釣
ヶ
崎
海
岸
に
あ
る
、
大
会
で
も
使
用

さ
れ
た
施
設「
ス
テ
ラ
釣
ヶ
崎
」の
壁
面

に
飾
る
絵
画
を
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
思
い

出（
心
の
レ
ガ
シ
ー
）に
な
る
よ
う
町
内

の
学
校
の
児
童
・
生
徒
た
ち
に
制
作
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
絵
画
の
作
成
に
は
、
千
葉
県
塗

装
工
業
会
の
ご
協
力
の
も
と
、
各
学
校
で

の
塗
装
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ス
テ
ラ
釣
ヶ
崎
に
お
越
し
い
た
だ
き
完

成
し
た
絵
画
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
塗
装
指
導
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ス
テ
ラ
釣
ヶ
崎
に
絵
画
を
設
置

～
メ
モ
リ
ア
ル
ア
ー
ト
～

▲塗装工業会の皆さんの塗料の配合、色だしの
様子

▲東浪見小学校　６年生 28 人が黄色やオレンジ
色の手形でヒマワリを描きました。

▲一宮中学校　美術部８人が海を悠々と泳ぐウミガ
メの甲羅に町の特産品や名所、サーファーなどを
描きました。

▲一宮商業高等学校　ビジネス研究部が背景を描
き、２年「地域観光Ⅰ」選択者が大きな波をモチー
フに釣ヶ崎海岸を描きました。

▲長生特別支援学校　小学部・中学部・高等部がそれぞれのエリアを交代で塗装しました。



【
問
合
せ
】

企
画
広
報
課

☎（
ûù
）２
１
１
３

◆
絵
画
設
置

令
和
̐
年
øø
月
ùý
日
、
千
葉
県
塗
装
工

業
会
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
ス
テ
ラ
釣
ヶ
崎

の
東
側
壁
面
に
町
内
̑
校
の
絵
画
を
取
り

付
け
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
美
化
活
動
と
し
て
海
岸
の
堆
積

砂
の
除
去
作
業
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
、
千
葉
県
塗
装
工

業
会
の
皆
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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▲一宮小学校　６年生と「学びま専科」で造形を選択している児童を中心に３枚の絵画を作成しました。
　その中の１枚では、青いグラデーションで水中を表し、手や足を使いスタンプをしました。

▲千葉県塗装工業会の皆さんとの集合写真～ご協力ありがとうございました～



定
打
に
欠
け
る
、と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

通
説
で
は
、広
常
の
居
城
は
玉
前
荘（
現
在

の
一
宮
町
、長
生
村
、白
子
町
お
よ
び
茂
原

市
、睦
沢
町
、長
南
町
、い
す
み
市
の
一
部
）

に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、①

玉
前
荘
が
上

じ
ょ
う

西さ
い

門も
ん

院い
ん（

統
子
内
親
王
）領
で

あ
っ
た
こ
と（
＝
朝
廷
と
の
つ
な
が
り
）、

②
上
総
国
一
之
宮
で
あ
る
玉
前
神
社
の
神

威
的
背
景
、③「
千
葉
大
系
図
」と
い
う
史

料
に
は
広
常
の
祖
父
に
あ
た
る「
常
家
」（
※

系
図
に
よ
り
名
前
が
異
な
る
）が「
上
総
国

長
柄
郡
一
宮
柳
澤
城
」を
居
城
と
し
た
と

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、が
そ
の
理
由
で
す
。

こ
れ
だ
け
多
く
の
場
所
に
広
常
伝
承
が

残
っ
て
い
る
、と
い
う
こ
と
か
ら
、こ
の
東

上
総
地
域
に
と
っ
て
広
常
が
ど
ん
な
存
在

だ
っ
た
の
か
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。「
史
実
」と
は
異
な
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
大
切
に
、
後
世
に
語
り
継

ぎ
た
い
も
の
で
す
。（

学
芸
員

江
澤
一
樹
）

【
問
合
せ
】教
育
課

☎（
ûù
）１
４
１
６

前
回
ま
で
、
東
上
総
に
お
け
る
広
常
の

居
城
跡
の
伝
承
が
あ
る
有
力
な
場
所
を
紹

介
し
て
き
ま
し
た
が
、
実
は
ほ
か
に
も
候

補
と
さ
れ
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は

そ
れ
ら
を
紹
介
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

・
市
原
市
能の

う

満ま
ん

地
区

国
府
の
周
辺
に
広
常
の
居
城
が
あ
っ

た
の
で
は
、と
い
う
考
察
か
ら
、『
千
葉

県
の
歴
史（
県
史
）』で
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
伝
承
・
遺
構
と
も
に

残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

・
城じ

ょ
う

坂ざ
か

城じ
ょ
う（

新
山
城
、東
金
市
）

広
常
が
築
い
た
城
と
伝
わ
り
ま
す

が
、遺
構
は
あ
ま
り
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

・
上か

ず

総さ

介の
す
け

古こ

城じ
ょ
う

址し

（
い
す
み
市
大
原
）

瀧り
ゅ
う

泉せ
ん

寺じ

近
く
の
田
の
中
。『
日
本
博
覧

図
』所
収
の
瀧
泉
寺
の
絵
図
内
に
記
載

さ
れ
、江
戸
時
代
の
地
誌『
房
総
志
料
』

に
は
旧
雑ぞ

う

色し
き

村む
ら

に
広
常
屋
敷
伝
承
地
が

あ
る
と
記
載
が
あ
り
、そ
れ
が
こ
の
場

所
と
み
ら
れ
ま
す
。

今
回
ま
で
４
回
に
わ
た
り
、
広
常
の
居

城
跡
伝
承
を
追
っ
て
き
ま
し
た
。
有
力
な

候
補
が
あ
る
も
の
の
、い
ず
れ
も
ま
だ
決

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

一宮町長
馬淵 昌也
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▲海からみた一宮町
（2018 年撮影）

先
日
、
レ
イ
・
ラ
イ
ン
に
関
す
る
企
画
に

つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
そ
の
企
画

を
立
て
て
い
る
方
は
、
富
士
宮
市
の
浅
間
神

社
で
、
富
士
山
の
絵
画
と
詩
歌
を
組
み
合
わ

せ
た
作
品
展
を
催
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
今

後
、
富
士
山
と
玉
前
神
社
が
レ
イ
・
ラ
イ
ン

で
つ
な
が
る
縁
を
ふ
ま
え
て
、
玉
前
神
社
と

も
協
力
関
係
を
結
ん
で
、
富
士
山
︱
玉
前
の

合
同
の
企
画
を
考
え
て
ゆ
き
た
い
、
と
の
お

話
で
し
た
。

わ
た
く
し
は
、
た
い
へ
ん
面
白
い
お
話
だ

と
感
じ
ま
し
た
。レ
イ
・
ラ
イ
ン
の
こ
と
は
、

最
近
玉
前
神
社
か
ら
も
様
々
な
発
信
が
あ
る

の
で
、
大
分
知
ら
れ
て
き
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
の
ラ
イ
ン
に
連
な
る
地
点
が
一
緒

に
な
に
か
を
す
る
、
と
い
う
の
は
聞
い
た
こ

と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
も
そ
も
、
レ
イ
・
ラ
イ
ン
と
は
な
ん
で

し
ょ
う
か
。
古
代
遺
跡
な
ど
が
、
よ
く
見
る

と
一
直
線
上
に
並
ぶ
現
象
が
あ
る
こ
と
を

呼
ぶ
英
語
の
単
語
だ
そ
う
で
す
。
今
回
の
企

画
に
関
わ
る
レ
イ
・
ラ
イ
ン
は
、
春
分
・
秋

分
の
日
の
日
の
出
時
に
、
玉
前
さ
ま
を
東
端

に
、寒
川
神
社
、富
士
山
、七
面
山
、竹
生
島
、

大
山
、
そ
し
て
西
端
に
出
雲
大
社
が
、
東
西

に
一
直
線
上
に
並
ぶ
ラ
イ
ン
の
こ
と
で
す
。

確
か
に
、
昔
の
人
が
春
分
秋
分
に
太
陽
が

出
て
く
る
方
角
に
意
味
を
見
出
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
に
祈
り
の
場
を
設
け
た
と
い
う
の
は
、

理
解
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ

の
ラ
イ
ン
上
の
各
ポ
イ
ン
ト
が
、
お
互
い
を

意
識
し
て
い
た
か
否
か
は
は
っ
き
り
し
ま
せ

ん
。
ま
し
て
、
互
い
に
離
れ
て
い
な
が
ら
、

各
ポ
イ
ン
ト
が
協
力
し
て
何
か
を
す
る
と
い

う
の
は
こ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
今
回
の
お
話
は
、
新
し
い
一

宮
町
の
盛
り
上
げ
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な

い
、と
興
味
を
そ
そ
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

町
の
職
員
諸
君
の
話
で
は
、
レ
イ
・
ラ
イ

ン
に
つ
い
て
話
題
提
起
を
さ
れ
て
い
た
一

宮
町
の
先
達
に
、
元
町
会
議
員
の
秦
聖
佑
氏

が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
そ
う
で
す
。
古
い
議
事

録
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
１
９
８
８
年
の
議
会

で
、
秦
氏
が
そ
の
こ
と
に
触
れ
な
が
ら
一
般

質
問
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。秦
氏
は
、叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
た
上
で
、

残
念
な
が
ら
先
般
ご
逝
去
に
な
ら
れ
ま
し
た

が
、
30
年
以
上
の
時
を
経
て
再
び
こ
の
話
題

が
盛
り
上
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
に
驚
嘆
の
念

を
起
こ
さ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
新
た
な
一
宮

町
盛
り
上
げ
の
柱
の
一
つ
に
な
る
こ
と
に
期

待
い
た
し
ま
す
。

No.79

一
宮
町
の
歴
史
特
集

「
上か

ず

総さ

広ひ
ろ

常つ
ね

の
実
像
を
探
る
（
22
）」



令
和
̐
年
øù
月
の
議
会
定
例
会
で
同
意

を
得
て
、
新
地
に
お
住
ま
い
の
細
谷
俊
夫

さ
ん
を
一
宮
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
に
選
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
̐
年
øù
月
ùù
日
か
ら
令
和

̓
年
øù
月
ùø
日
で
す
。

【
問
合
せ
】税
務
課

☎（
ûù
）２
１
１
４

災
害
時
に
情
報
を
速
や
か
に
お
伝
え
す

る
た
め
、
日
頃
か
ら
ご
家
庭
に
あ
る
受
信

機
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
点
検
内
容

①
受
信
機
の
電
池
が
無
く
な
る
と
、
放
送

終
了
後
に「
ピ
ー
ピ
ー
ピ
ー
」と
い
う

音
や「
ピ
ー
」と
い
う
長
い
音
が
鳴
り

ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
新
し
い
ア
ル
カ

リ
乾
電
池
と
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

②
放
送
が
入
ら
な
い
場
合
や
雑
音
が
大
き

い
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
窓
側
の
高
い

場
所
に
変
更
し
て
設
置
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
テ
レ
ビ
、

冷
蔵
庫
な
ど
の
家
電
製
品
か
ら
遠
い
場

所
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

③
受
信
機
の
ア
ン
テ
ナ
は
全
て
伸
ば
し
て

く
だ
さ
い
。

点
検
後
も
放
送
を
受
信
し
な
い
場
合

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
信
機

の
交
換
や
新
規
貸
出
は
、
原
則
、
̎
万
円

の
費
用
負
担
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
乾
電
池
の
交
換
方
法
な
ど
、
ご
不
明
な

点
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
確
認
い

た
だ
け
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ

IUUQT���X
X
X
�UPX

O�JDIJOPN
JZB�

DIJCB�KQ�LJOLZV�CPIBOCPTBJ�ùþ�
IUN
M

【
問
合
せ
】総
務
課

☎（
ûù
）２
１
１
２

ýü
歳
以
上
þü
歳
未
満
の
一
定
の
障
が
い

が
あ
る
方
も
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
で
き
ま
す
。
加
入
す
る
こ
と
で
、
医

療
費
の
自
己
負
担
額
や
健
康
保
険
料
が
有

利
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

加
入
を
希
望
す
る
方
は
、
申
請
が
必
要

で
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
̍
級
、
̎
級
、
̏
級

を
お
持
ち
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
̐
級
を
お
持
ち
の
方

で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
下
肢
障
害
̐
級
̍
号

・
下
肢
障
害
̐
級
̏
号

・
下
肢
障
害
̐
級
̐
号

・
音
声
、言
語
機
能
障
害

③
療
育
手
帳（
重
度
の
区
分
）を
お
持
ち

の
方

④
障
害
基
礎
年
金
̍
級
、
̎
級
の
国
民
年

金
証
書
を
お
持
ち
の
方

⑤
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
̍
級
、
̎

級
を
お
持
ち
の
方

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

住
民
課

☎（
ûù
）１
４
２
３

海
洋
汚
染
や
地
球
温
暖
化
を
も
た
ら

し
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減

を
推
進
す
る
た
め
、
役
場
̍
階
ロ
ビ
ー
に

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
タ
ン
ド
を
設
置
し
ま
し

た
。ど

な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
役

場
に
お
越
し
の
際
は
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
参

の
う
え
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
み
の
削
減
を
目
的
と
し
て
い
る
た

め
、
紙
コ
ッ
プ
な
ど
は
用
意
し
て
い
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

都
市
環
境
課

☎（
ûù
）１
４
３
０

͓

ら
ͤ

͓

ら
ͤ
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固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
を
選
任

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信

機
の
日
常
点
検
の
お
願
い

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
で
き
ま
す

▲（左）町長、（右）細谷俊夫さん

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
タ
ン
ド
を

設
置



皆
さ
ん
の
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
す

͓

ら
ͤ

͓

ら
ͤ
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「
ど
ん
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
？
」

福
祉
・
子
育
て
に
関
す
る
相
談
相
手
で

す
。厚

生
労
働
大
臣
か
ら
̏
年
間
の
任
期
で

委
嘱
を
受
け
、
令
和
̐
年
øù
月
̍
日
か
ら

新
し
い
体
制
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

委
員
一
人
ひ
と
り
に
は
活
動
す
る
区
域

が
定
め
ら
れ
て
い
て
、
個
人
の
人
格
を
尊

重
し
、
秘
密
を
守
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
報
酬
は
？
」

無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
社
会
福
祉
に
関
わ

る
相
談
に
応
じ
、
様
々
な
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
県
・
町
か
ら
の
活
動
費
の
支
給

が
あ
り
ま
す
。

「
ど
ん
な
相
談
に
の
っ
て
も
ら
え
る
の
？
」

町
に
ど
ん
な
福
祉
制
度
や
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
か
紹
介
し
、
皆
さ
ん

が
か
か
え
る
問
題
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の

立
場
で
、親
身
に
相
談
に
の
り
ま
す
。

ま
た
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
関
係
機
関
と
の「
つ
な
ぎ
役
」

に
な
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
高
齢
者
な
ど
に
関
す
る
こ
と

地
域
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
い
き
い

き
と
元
気
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
応

援
し
て
い
ま
す
。

・
高
齢
者
世
帯
へ
の
訪
問

・
見
守
り
活
動

・
介
護
の
相
談

・
声
か
け
、安
否
確
認

・
虐
待
の
発
見
、通
告

・
福
祉
情
報
の
提
供

・
福
祉
ニ
ー
ズ
の
調
査
、実
態
把
握

◆
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
地
域

全
体
で
見
守
っ
て
い
く
よ
う
、
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

・
子
育
て
の
仲
間
づ
く
り

・
い
じ
め
防
止

・
虐
待
の
発
見
、通
告

・
妊
娠
中
の
心
配
ご
と

・
親
子
関
係

・
不
登
校

・
非
行

◆
生
活
全
般
に
関
す
る
こ
と

自
然
災
害
や
悪
質
商
法
被
害
な
ど
か
ら

地
域
住
民
を
守
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
説
明

こ
の
ほ
か
、「
敬
老
の
つ
ど
い
」や「
い

き
い
き
サ
ロ
ン
」な
ど
の
各
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
活
動
や
、
定
例
会
で
の
情
報
交

換
・
事
例
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
現
在
、
綱
田
区
、
̑
区
・
̒
区
、
øý
区
、

新
浜
区
で
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
欠

員
に
な
っ
て
い
ま
す
。
個
別
の
相
談
が

あ
る
場
合
は
、
内
容
に
応
じ
て
近
隣
の

委
員
の
紹
介
や
、
適
切
な
機
関
へ
の
紹

介
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
欠
員
に
な
っ

て
い
る
地
区
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し

ま
す
。

ま
た
、
令
和
̐
年
øø
月
ú÷
日
を
も
っ

て
、
øø
人
の
民
生
委
員
児
童
委
員
の
方
々

が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
地
域
の
福

祉
増
進
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

福
祉
健
康
課

☎（
ûù
）１
４
３
１
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民
生
委
員
児
童
委
員
・

主
任
児
童
委
員
の
紹
介

▲退任された皆さんとの集合写真長い間ありがとうございました



所
地
で
転
校
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

教
育
課

☎（
ûù
）４
５
７
４

防
災
無
線
の
受
信
機
を
借
り
て
い
る
方

受
信
機
は
町
内
で
し
か
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
廃
棄
せ
ず
に
、
必
ず
お
返
し
く
だ
さ

い
。総

務
課

☎（
ûù
）２
１
１
２

原
付
バ
イ
ク
な
ど
を
お
持
ち
の
方

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
・
は
ん
こ
・
標
識

交
付
証
明
書
を
お
持
ち
に
な
り
、
廃
車
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

「
廃
車
証
明
書
」を
交
付
し
ま
す
の
で
、

新
住
所
地
に
は
ん
こ
と
一
緒
に
お
持
ち
い

た
だ
き
、再
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車（
４
輪
・
１
２
５
㏄
以
上
の
バ

イ
ク
な
ど
）を
お
持
ち
の
方

新
住
所
地
を
管
轄
す
る
軽
自
動
車
検
査

協
会
・
陸
運
局
で
、
住
所
変
更
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
課

☎（
ûù
）２
１
１
４

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
を

利
用
し
て
い
る
方

転
出
に
よ
り
空
家
に
な
る
と
き
は
、
休

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

転
入
届
出
の
際
に
、カ
ー
ド
継
続
利
用

の
手
続
き
を
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

住
民
課

☎（
ûù
）１
４
２
３

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を

お
持
ち
の
方

転
出
す
る
と
資
格
が
な
く
な
り
、
お
持

ち
の
保
険
証
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
は

ん
こ
と
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

新
住
所
地
で
、
保
険
証
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を

お
持
ち
の
方

転
出
す
る
と
資
格
が
な
く
な
り
、
お
持

ち
の
保
険
証
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
は

ん
こ
と
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

新
住
所
地
で
、
保
険
証
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

※
県
外
に
転
出
さ
れ
る
方
に
は「
負
担
区

分
証
明
書
」を
発
行
し
ま
す
。

住
民
課

☎（
ûù
）１
４
２
３

公
立
小
・
中
学
校
に
通
う

お
子
さ
ん
が
い
る
方

学
校
か
ら「
在
学
証
明
書
」と「
教
科
書

無
償
給
与
証
明
書
」の
交
付
を
受
け
、新
住

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
手
続
き
す
る
方

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
有
し
て

い
る
人
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
転
出
の

届
出
が
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
デ
ジ
タ
ル

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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※
転
出
届
の
提
出
後
は
、
別
途
、
転
入
先

市
区
町
村
の
窓
口
で
転
入
届
な
ど
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

住
所
異
動
の
ほ
か
に
も
、
各
種
手
続
き

が
あ
り
ま
す
。
必
要
な
も
の
を
お
持
ち
い

た
だ
き
、
担
当
課
窓
口
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

印
鑑
登
録
し
て
い
る
方

転
出
す
る
と
、
登
録
が
抹
消
さ
れ
ま

す
。印
鑑
登
録
証
を
お
返
し
く
だ
さ
い
。

必
要
な
方
は
、
新
住
所
地
で
再
度
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

転
出
届
出
の
際
は
、
お
持
ち
い
た
だ
く

̏
～
̐
月
は
、新
生
活
の
準
備
な
ど
で

何
か
と
忙
し
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。他
の
市
町

村
に
住
所
を
移
さ
れ
る
方
は
、転
出
届
が
必

要
で
す
。忘
れ
ず
に
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

転
出
以
外
に
も
、住
所
異
動
の
こ
と
で
分
か

ら
な
い
こ
と
は
、住
民
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
手
続
き
の
流
れ

○
窓
口
で
手
続
き
す
る
方

①
転
出
届

ま
ず
は
、
住
民
課
で
転
出
届
出
を
し

ま
す
。
住
所
以
外
に
も
連
動
し
て
、
保

険
証
や
学
校
、
各
種
手
当
な
ど
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

②
転
出
証
明
書
発
行

転
出
届
出
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
住

民
課
か
ら『
転
出
証
明
書
』を
発
行
し

ま
す
。

③
新
住
所
地
で
転
入
届

新
し
い
住
所
地
の
市
町
村
の
窓
口
に

『
転
出
証
明
書
』を
お
持
ち
い
た
だ
き
、

転
入
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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引
っ
越
し
、
そ
の
と
き
に

　
　
　
　
～
転
出
手
続
き
を
ご
案
内
し
ま
す
～

転
出
す
る
と
必
要
な
手
続
き



住
所
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
健
康
課

☎（
ûù
）１
４
３
１

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方

転
出
す
る
と
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

消
滅
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

新
住
所
地
に
請
求
者
の
保
険
証（
厚

生
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
）・
預
金

通
帳（
振
込
先
口
座
番
号
が
わ
か
る
よ
う

に
）・
は
ん
こ
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
受

給
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方

児
童
扶
養
手
当
証
書
と
は
ん
こ
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
新
住
所
地
で
改
め
て
手
続

き
が
必
要
で
す
。

子
ど
も
医
療
受
給
券
を
お
持
ち
の
方

受
給
券
を
お
返
し
く
だ
さ
い
。

新
住
所
地
で
、受
給
券
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
課

☎（
㊷
）１
４
１
５

犬
を
飼
っ
て
い
る
方

新
住
所
地
で
、犬
の
登
録
事
項
変
更
届

が
必
要
で
す
。鑑
札
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

都
市
環
境
課

☎（
ûù
）１
４
３
０

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
住
所
地
で

手
帳
・
は
ん
こ
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
住

所
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

重
度
心
身
障
害
者（
児
）医
療
費
受
給
者

資
格
証
を
お
持
ち
の
方

は
ん
こ
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
受
給
者

資
格
証
を
お
返
し
く
だ
さ
い
。

療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
住
所
地
で

手
帳
・
は
ん
こ
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
住

所
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
自
立
支
援

医
療
受
給
者
証（
精
神
通
院
）を
お
持
ち

の
方

【
県
外
・
千
葉
市
へ
転
出
】

受
給
者
証
・
は
ん
こ
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
新
住
所
地
で
改
め
て
手
続
き
が
必
要

で
す
。

【
県
内
へ
転
出
】

手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
住
所
地
で

住
所
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方

【
県
外
へ
転
出
】

住
所
変
更
を
し
ま
す
。
証
書
・
は
ん
こ

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
県
内
へ
転
出
】

手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。新
住
所
地
で

止
な
ど
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

産
業
観
光
課

☎（
ûù
）１
４
２
８

妊
娠
中
の
方
・

１
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
い
る
方

新
住
所
地
で
母
子
健
康
手
帳
別
冊（
健

康
診
査
受
診
票
）の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

予
防
接
種
予
診
票
を
お
持
ち
の
方

町
が
発
行
し
た
予
防
接
種
予
診
票
は
、

転
出
後
は
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

新
住
所
地
の
予
防
接
種
担
当
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
健
康
課

☎（
û÷
）１
０
５
５

介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
方

転
出
す
る
と
資
格
が
な
く
な
り
、
お
持

ち
の
保
険
証
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
は

ん
こ
と
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

新
住
所
地
で
、
保
険
証
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

「
受
給
資
格
証
明
書
」の
交
付
を
受
け
、

新
住
所
地
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
健
康
課

☎（
ûù
）１
４
３
１

区
・
自
治
会
に
加
入
し
て
い
る
方

区
長
・
自
治
会
長
に
転
出
す
る
旨
を
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

総
務
課

☎（
ûù
）２
１
１
２

ま
ず
は
何
を
す
れ
ば
い
い
の
？

ま
ず
は
住
民
課
の
窓
口
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
住
所
の
転
出
届
出
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

誰
が
届
け
れ
ば
い
い
の
？

転
出
さ
れ
る
本
人
・
世
帯
主
・
同
じ
世

帯
の
方
の
い
ず
れ
か
で
す
。

こ
れ
以
外
の
方
が
届
出
す
る
場
合
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。

何
を
持
っ
て
い
け
ば
い
い
の
？

届
出
の
際
に
、
届
出
人
の
本
人
確
認
を

し
ま
す
。
運
転
免
許
証
や
保
険
証
・
年
金

手
帳
な
ど
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

い
つ
出
し
に
い
け
ば
い
い
の
？

転
出
届
出
は
、
転
出
日
の
前
後
øû
日
以

内
で
す
。
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健 康 診 査 の 種 類 と 対 象 一　部
負担金 内　　　　容 日　　　　程 場　　　　所

特 定 健 診 国民健康保険加入者で 39～ 74歳（75歳誕生日前日まで）の方
集　団 1,000 円 ①問診�

②尿検査（尿糖・尿蛋白）�
③身体計測（身長・体重・�
　腹囲）�
④血圧測定�
⑤医師の診察�
⑥心電図検査�
⑦眼底検査
⑧採血（脂質・肝機能・血糖・
　貧血・血清クレアチニン ･尿酸値）

集団⇒ �5月31日～6月12日（6月1・4・11日
を除く）の10日間

個別⇒�決まり次第、随時広報などでお知らせし
ます。

集団：保健センター
個別：指定医療機関

個　別 2,000 円

後 期 健 康 診 査 後期高齢者医療制度加入者
※ 75歳以上（一定の障がいをお持ちの方は 65歳以上）

集　団
無　料

個　別

30 歳 代 の 健 康 診 査 30 ～ 38歳で職場などでの受診機会がない方 集　団 1,000 円

肝 炎 検 査
（B 型・C 型肝炎）

39歳以上で過去に B型・Ｃ型肝炎ウイルス検査を受けたことがな
い方、また現在、肝炎の治療中でない方
職場などで、B型・Ｃ型肝炎ウイルス検査を受ける機会がない方

集　団
無　料 採血（B 型・C型肝炎ウイルス検査） 集団⇒特定健診と同日

個別⇒�特定健診・後期健康診査と同時実施の方は
健診と同日にお受けください。

　　　�個別では肝炎検査・前立腺がん検診のみの
受診はできません。

個　別

 前 立 腺 が ん 検 診 50 歳以上の男性
集　団

500円 採血（PSA検査）
個　別

胸 部 エ ッ ク ス 線 検 診
（結核検診） 64 歳以上の方 集　団 無��料

胸部 X線間接撮影 9月 5・6・7日の 3日間 保健センター胸 部 エ ッ ク ス 線 検 診
（肺がん検診） 40 ～ 63歳の方 集　団 500円

肺 が ん 検 診
（喀痰検査）

50 歳以上で胸部エックス線検診受診者のうち、
喫煙指数（1日喫煙本数×年数）が 600以上の方
※採痰容器は、胸部エックス線検診受診の際にお渡しします。
（郵送しません）

集　団 500円
喀痰細胞診
※指定容器に１日１回、連続３日間たんを取
ります。

容器配布：9月 5・6・7日の 3日間
容器回収：9月 20・21日の 2日間 保健センター

胃 が ん 検 診 40 歳以上の方 集　団 500円 胃部レントゲン間接撮影
※バリウムを飲みます。 7月 5・6・7日の 3日間 保健センター

大 腸 が ん 検 診 40 歳以上の方 集　団 500円 便潜血反応検査
※指定容器に１日１本、連続２日間採便します。 10月 3・4日の 2日間（容器回収） 保健センター

乳 が ん 検 診
（超音波検査）

30 ～ 39・42・44・46・48・50・52・54・56・58歳の女性 集　団 500円 超音波検査
▶集団⇒検診車での検査（女性技師が行います）
▶個別⇒指定医療機関での検査

集団⇒ 5月 9・10・19・20日の 4日間

個別⇒�決まり次第、随時広報などでお知らせし
ます。

集団：保健センター　
個別：指定医療機関

30～ 39歳の女性 個　別 3,000 円

乳 が ん 検 診
（マンモグラフィ検査）

41・43・45・47・49・51・53・55・57・59歳以上の女性 集　団 500円

マンモグラフィー
▶集団⇒検診車での検査
▶個別⇒指定医療機関での検査

41歳以上　 個　別 3,000 円

40歳の女性 (助成対象 )
集　団

無　料
個　別

子 宮 が ん 検 診

21 歳以上の女性
集　団 500円

医師による細胞診
▶集団⇒検診車での検査
▶個別⇒指定医療機関での検査

集団⇒ 4月 7・8・10日の 3日間

個別⇒決まり次第、随時広報などでお知らせし
ます。

個　別 3,000 円

20歳の女性 (助成対象 )
集　団

無　料
個　別

骨粗しょう症予防検診 20・25・30・35・40・45・50・55・60・65・70歳の女性 集　団 500円 骨密度測定（超音波） 11月 1・2日の 2日間 保健センター

▶個別⇒指定医療機関での検査
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●過去３年間検（健）診を受けなかった方で、令和５年
度に受診を希望される方は、検（健）診ごとに広報な
どでお知らせしますので、その都度お申し込みくださ
い。

●令和５年度新たに検（健）診の対象年齢になる方には、
全員に対象となる検（健）診の受診票を送付します。

★新型コロナウイルス感染症の感染状況などにより、延
期または中止する場合があります。

【問合せ】
★各種検（健）診
　　福祉健康課 ☎（40）1055

★特定健診・後期健康診査　
　　住民課 ☎（42）1423
　　福祉健康課 ☎（40）1055



健 康 診 査 の 種 類 と 対 象 一　部
負担金 内　　　　容 日　　　　程 場　　　　所

特 定 健 診 国民健康保険加入者で 39～ 74歳（75歳誕生日前日まで）の方
集　団 1,000 円 ①問診�

②尿検査（尿糖・尿蛋白）�
③身体計測（身長・体重・�
　腹囲）�
④血圧測定�
⑤医師の診察�
⑥心電図検査�
⑦眼底検査
⑧採血（脂質・肝機能・血糖・
　貧血・血清クレアチニン ･尿酸値）

集団⇒ �5月31日～6月12日（6月1・4・11日
を除く）の10日間

個別⇒�決まり次第、随時広報などでお知らせし
ます。

集団：保健センター
個別：指定医療機関

個　別 2,000 円

後 期 健 康 診 査 後期高齢者医療制度加入者
※ 75歳以上（一定の障がいをお持ちの方は 65歳以上）

集　団
無　料

個　別

30 歳 代 の 健 康 診 査 30 ～ 38歳で職場などでの受診機会がない方 集　団 1,000 円

肝 炎 検 査
（B 型・C 型肝炎）

39歳以上で過去に B型・Ｃ型肝炎ウイルス検査を受けたことがな
い方、また現在、肝炎の治療中でない方
職場などで、B型・Ｃ型肝炎ウイルス検査を受ける機会がない方

集　団
無　料 採血（B 型・C型肝炎ウイルス検査） 集団⇒特定健診と同日

個別⇒�特定健診・後期健康診査と同時実施の方は
健診と同日にお受けください。

　　　�個別では肝炎検査・前立腺がん検診のみの
受診はできません。

個　別

 前 立 腺 が ん 検 診 50 歳以上の男性
集　団

500円 採血（PSA検査）
個　別

胸 部 エ ッ ク ス 線 検 診
（結核検診） 64 歳以上の方 集　団 無��料

胸部 X線間接撮影 9月 5・6・7日の 3日間 保健センター胸 部 エ ッ ク ス 線 検 診
（肺がん検診） 40 ～ 63歳の方 集　団 500円

肺 が ん 検 診
（喀痰検査）

50 歳以上で胸部エックス線検診受診者のうち、
喫煙指数（1日喫煙本数×年数）が 600以上の方
※採痰容器は、胸部エックス線検診受診の際にお渡しします。
（郵送しません）

集　団 500円
喀痰細胞診
※指定容器に１日１回、連続３日間たんを取
ります。

容器配布：9月 5・6・7日の 3日間
容器回収：9月 20・21日の 2日間 保健センター

胃 が ん 検 診 40 歳以上の方 集　団 500円 胃部レントゲン間接撮影
※バリウムを飲みます。 7月 5・6・7日の 3日間 保健センター

大 腸 が ん 検 診 40 歳以上の方 集　団 500円 便潜血反応検査
※指定容器に１日１本、連続２日間採便します。 10月 3・4日の 2日間（容器回収） 保健センター

乳 が ん 検 診
（超音波検査）

30 ～ 39・42・44・46・48・50・52・54・56・58歳の女性 集　団 500円 超音波検査
▶集団⇒検診車での検査（女性技師が行います）
▶個別⇒指定医療機関での検査

集団⇒ 5月 9・10・19・20日の 4日間

個別⇒�決まり次第、随時広報などでお知らせし
ます。

集団：保健センター　
個別：指定医療機関

30～ 39歳の女性 個　別 3,000 円

乳 が ん 検 診
（マンモグラフィ検査）

41・43・45・47・49・51・53・55・57・59歳以上の女性 集　団 500円

マンモグラフィー
▶集団⇒検診車での検査
▶個別⇒指定医療機関での検査

41歳以上　 個　別 3,000 円

40歳の女性 (助成対象 )
集　団

無　料
個　別

子 宮 が ん 検 診

21 歳以上の女性
集　団 500円

医師による細胞診
▶集団⇒検診車での検査
▶個別⇒指定医療機関での検査

集団⇒ 4月 7・8・10日の 3日間

個別⇒決まり次第、随時広報などでお知らせし
ます。

個　別 3,000 円

20歳の女性 (助成対象 )
集　団

無　料
個　別

骨粗しょう症予防検診 20・25・30・35・40・45・50・55・60・65・70歳の女性 集　団 500円 骨密度測定（超音波） 11月 1・2日の 2日間 保健センター

ྩ̑ɹ֤छݕʢ健ʣɾಛఆ健ͷ͝Ҋ
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●令和 5 年４月から町では次のとおり各種検（健）診を予定しています。
※表にある対象年齢は令和 5 年 4 月 1 日現在の年齢です。ただし、特定健診・30 歳の健康診査・肝炎検査・
胸部エックス線（結核健診）については令和 5 年 3 月 31 日現在の年齢です。

●過去３年間（令和 2・3・4 年度）に受診歴がある方には、検（健）診ごとに受診票を送付します（特定健診・
後期健康診査・骨粗しょう症予防検診・肝炎ウイルス検査以外の検（健）診）。



令
和
̐
年
øù
月
の
議
会
定
例
会
で
同

意
を
得
て
、立
花
亜
由
美
さ
ん（
新
浜
区
）

が
、引
き
続
き
教
育
委
員（
保
護
者
代
表
）

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
̎
期
目
で
、
任
期
は
令
和
̑
年
̍

月
ùĀ
日
か
ら
令
和
̕
年
̍
月
ùÿ
日
で
す
。

【
問
合
せ
】教
育
課

☎（
ûù
）４
５
７
４

廃
棄
す
る
図
書
や
不
要
に
な
っ
た
図
書

を
ご
自
由
に
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。

冊
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
無
料
）

◆
と
き

̏
月
̔
日（
水
）か
ら
ùý
日（
日
）

※
øĀ
日（
日
）は
休
館
日

・
火
か
ら
土
曜
日

午
前
̔
時
ú÷
分
～
午
後
̕
時

・
月
曜
日
、祝
日

午
前
̔
時
ú÷
分
～
午
後
̑
時

◆
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

̍
階
ロ
ビ
ー

※
持
ち
帰
り
用
の
袋
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】教
育
課

☎（
ûù
）１
４
１
６

春
の
訪
れ
を
感
じ
る「
お
は
な
し
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
大
き
な
絵
本
や
紙
芝
居

は
迫
力
満
点
！
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

読
み
聞
か
せ
を
担
当
す
る
の
は
、「
絵

本
と
読
み
聞
か
せ
の
会
・
赤
と
ん
ぼ
」の

皆
さ
ん
。
子
ど
も
た
ち
に
本
を
読
む
楽
し

さ
を
伝
え
る
活
動
を
ù÷
年
続
け
て
い
ま

す
。

◆
内
容

大
型
紙
芝
居
、大
型
絵
本
、パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
の
上
演
、わ
ら
べ
う
た

◆
と
き

̏
月
̐
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
ø÷
時
～
øø
時

◆
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

和
室

◆
定
員

ù÷
人

（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

◆
申
込
方
法

氏
名
、
連
絡
先
を
電
話
に

て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
平
日
の
み
）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

教
育
課

☎（
ûù
）１
４
１
６

ま
ち
の
図
書
室

☎（
ûù
）７
７
９
９

絵
手
紙
と
は
、
文
字
ど
お
り「
絵
の
あ

る
手
紙
」。
絵
と
言
葉
が
ひ
と
つ
の
画
面

に
収
ま
っ
て
い
ま
す
。
絵
手
紙
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
は「
ヘ
タ
で
い
い
、
ヘ
タ
が

い
い
」。
そ
の
人
ら
し
さ
が
出
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
と
き

４
月
６
日（
木
）

　
　
　
午
後
̍
時
ú÷
分
～
̏
時

※
今
後
も
月
̍
回
程
度
活
動
す
る
予
定
で

す
。

◆
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

生
活
研
修
室

◆
講
師
・
主
催

森
陽
子（
日
本
絵
手
紙
協
会
公
認
講
師
、

南
ア
ル
プ
ス
美
術
館
協
議
会
員
）

◆
定
員　
　
20
人

◆
参
加
費

１
０
０
円（
材
料
費
）

◆
持
ち
物

道
具
は
用
意
し
ま
す
の
で
、

手
ぶ
ら
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法

氏
名
、
連
絡
先
を
左
記
ま

で
電
話
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限

４
月
２
日（
日
）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

森

☎
０
９
０（
４
６
０
６
）９
２
１
５

ホームページや広報いちのみやに広告を掲載

しませんか

有料広告募集中！！

詳細は、ホームページまた
は下記までお問い合わせ
ください。
【問合せ】企画広報課

2113（42）܄
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～
春
の
お
は
な
し
会
～

絵
本
と
読
み
聞
か
せ
の
会
・

赤
と
ん
ぼ
活
動
⓴
周
年
記
念

教
育
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

ま
ち
の
図
書
室

図
書
リ
サ
イ
ク
ル
会

「
ヘ
タ
で
い
い
、
ヘ
タ
が
い
い
」

誰
で
も
で
き
る
絵
手
紙
教
室



一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と

し
て
、
宝
く
じ
の
事
業
収
入
を
財
源
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

令
和
̐
年
度
は
、
枇
杷
畑
区
自
主
防
災

会
が
事
業
を
活
用
し
、
発
電
機
や
移
動
式

エ
ア
コ
ン
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
災
害

対
策
に
必
要
な
資
機
材
を
購
入
し
ま
し

た
。
停
電
時
で
も
熱
中
症
や
防
寒
対
策
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
地
域

防
災
力
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業（
防
災
）の

活
用
を
希
望
す
る
団
体
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】総
務
課

☎（
ûù
）２
１
１
２

◆
主
催

千
葉
県
行
政
書
士
会

　
　
　
　
長
夷
支
部

◆
と
き

̎
月
øĀ
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
ø÷
時
～
正
午

◆
相
談
内
容

相
続
手
続
き
・
遺
言
書
作
成
、
農
地

法
・
宅
地
開
発
手
続
き
、
成
年
後
見
制
度

（
法
定
後
見
、
任
意
後
見
）、
各
種
契
約
書

と
内
容
証
明
郵
便
の
作
成
、
法
人
設
立
、

建
設
業
、
風
俗
営
業
な
ど
各
種
許
認
可
申

請【
問
合
せ
】

千
葉
県
行
政
書
士
会

長
夷
支
部

相
談
員

行
政
書
士
廣
沢
千
聡

☎（
úý
）３
７
５
１

病
気
や
け
が
に
よ
る
手
術
な
ど
の
際
に

は
、
輸
血
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
血
液

は
未
だ
人
工
的
に
作
る
こ
と
や
長
期
の
保

存
が
で
き
ず
、
輸
血
に
必
要
な
血
液
の
確

保
は
献
血
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
病
気
や
け
が
な
ど
で
輸
血
を
必
要
と

し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
尊
い
生
命
を
救
う

た
め
、
献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
対
象
者

øý
歳
か
ら
ýĀ
歳（
た
だ
し
、
ýü
歳
以
上

の
方
に
つ
い
て
は
、
ý÷
歳
か
ら
ýû
歳
ま
で

に
献
血
経
験
の
あ
る
方
に
限
る
）の
う
ち
、

当
日
の
問
診
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
た
採
血

基
準
に
適
合
す
る
方

◆
と
き

̏
月
ùù
日（
水
）

受
付

午
前
ø÷
時
か
ら
øø
時
ûü
分

　
　
　
午
後
̍
時
か
ら
̐
時

◆
と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

福
祉
健
康
課

☎（
û÷
）１
０
５
５

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
君
津
は
国
が
設

置
、
運
営
す
る
公
共
職
業
訓
練
施
設
で

す
。
求
職
者
の
方
々
が
再
就
職
に
有
利
に

な
る
専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
習
得
す
る

た
め
の
職
業
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
見
学
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
見
学
会

毎
週
火
曜
日

午
後
̍
時
～

※
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
君
津

訓
練
課

（
君
津
市
坂
田
４
２
８
）

☎
０
４
３
９（
üþ
）６
３
１
３
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宝
く
じ
の
助
成
金
で
防
災

備
品
を
整
備

行
政
書
士
電
話
相
談
会

あ
な
た
が
届
け
る
命
の
バ

ト
ン
～
献
血
の
お
願
い
～

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
君
津

施
設
見
学
会
の
お
知
ら
せ

ＨＰ



松
子
の
里
の
田
ん
ぼ
は
、
今
、
静
か
な

冬
の
姿
を
迎
え
て
い
ま
す
。

年
末
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
員
や

小
学
生
が
集
ま
り
、
松
子
の
里
の
大
掃
除

と
収
穫
祭
を
し
ま
し
た
。
広
場
や
遊
歩
道

を
掃
除
し
た
あ
と
、
̍
年
の
収
穫
に
感
謝

す
る
収
穫
祭
を
行
い
ま
し
た
。
松
子
の
田

ん
ぼ
で
収
穫
さ
れ
た
緑
米（
古
代
米
）の

お
に
ぎ
り
や
豚
汁
、
ぼ
た
餅
、
甘
酒
が
ふ

る
ま
わ
れ
、
参
加
者
の
有
志
に
よ
る
、
ダ

ン
ス
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
な
ど
を
楽
し

み
ま
し
た
。
最
後
は
、
大
人
も
子
ど
も
も

参
加
し
て
綱
引
き
を
楽
し
ん
で
、
収
穫
祭

を
閉
会
し
ま
し
た
。

今
年
も
春
に
な
る
と
、
松
子
の
里
で

は
、
緑
米
の
田
植
え
や
里
山
の
い
き
も
の

の
調
査
が
始
ま
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

増
田

☎
０
９
０（
８
０
４
５
）０
６
０
６

小
池

☎
０
７
０（
４
０
２
７
）７
０
９
８

Facebook

「
一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

会
員
募
集
中
！

例
年
大
好
評
の「
山
菜
食
の
春
祭
り
」

を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
ガ
イ
ド

と
と
も
に
野
草
を
探
し
、
摘
ん
で
天
ぷ
ら

に
し
て
食
し
ま
す
。

天
ぷ
ら
に
加
え
、
炊
き
込
み
ご
飯（
タ

ケ
ノ
コ
ま
た
は
山
菜
）、山
菜
汁
、香
の
物

な
ど
が
セ
ッ
ト
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
と
き

̐
月
̍
日（
土
）

※
雨
天
時
は
̎
日（
日
）に
順
延

午
前
ø÷
時
ま
で
に
、集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

	

昼
食
後
は
自
由
解
散


◆
と
こ
ろ

い
こ
い
の
森

駐
車
場

◆
参
加
費

大
人（
中
学
生
以
上
）

　
　
　
　
　
̍
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
小
学
生
５
０
０
円

※
収
益
は
森
の
整
備
に
使
用
し
ま
す
。

◆
申
込
締
切
日

̏
月
ùþ
日	

月
）

◆
注
意
事
項

・
ペ
ッ
ト
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

状
況
に
よ
り
開
催
を
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

い
こ
い
の
森
を
育
む
会

藤
野

☎
０
８
０（
５
９
５
４
）５
６
１
１

͓

ら
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一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

『
松
子
の
里
の
田
ん
ぼ
の
冬
』

山
菜
食
の
春
祭
り
の
ご
案
内



まずは相談してみませんか？
　～3月相談日～

・とき　　3月2日（木）
　　　　　午後1時30分から4時
・ところ　保健センター小会議室
・対象　　町内在住または在勤の方

【問合せ】総務課　☎（42）2112

・とき 3月9日（木）
　　　　午後1時30分から5時
　　　　1組　30分

【問合せ】
　企画広報課　☎（42）2113

・とき　　3月28日（火）
　　　　　午後1時30分から3時30分
・ところ　保健センター小会議室
・対象　　町内在住または在勤の方

【問合せ】総務課　☎（42）2112

・とき　　3月23日（木）
　　　　　午前9時から正午
・ところ　一宮町社会福祉協議会
・対象　　町内在住の方

【問合せ】
　社会福祉協議会　☎（42）3424

【人権相談】
　人権に結びつく相談
　例）差別、パワーハラスメント、
　　セクシャルハラスメントなど

【行政相談】
　�国の行政全般についての相談や意
見・要望の受付

　町民の皆さんが日ごろ感じてい
る町政に対する提言・要望・意見
など「生の声」を直接町長がお聴き
します。
※�電話や企画広報課窓口で随時予
約できます。（平日のみ）

【予約受付開始日時】
2月15日（水）
午前8時30分から

※�電話や総務課窓口で予約できま
す。（平日のみ）

【相談内容】

日常生活上の悩みや心配ごと
　例）�暮らしや住まい、家族に関す

ることなど

※相談は無料です。秘密は守られます。
※�新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止などの理由により中止する
場合は、町ホームページなどでお知らせします。
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そのほか介護や子育てに関する相談やお困りごとについて、随時 
受け付けています。また、どこに相談したら良いか分からない場合
などお気軽にお問い合わせください。

【問合せ】　企画広報課　☎（42）2113

【予約不要】
人権行政

相談

【要予約】
町長室
開放日

【要予約】
弁護士
による

法律相談

【予約不要】
心配ごと

相談



グランプリに輝いた小安将靖さん

準グランプリに輝いた

活動に、１年間にわたって活躍してきた

人

人
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お　知　ら　せ　（3 月 ）
公立いちのみや保育所

子どもたちの笑顔あふれるいちのみや保育所では、入所前の親子を対象に保育所
を開放しています。広いお庭で遊んだり、行事に一緒に参加したりしませんか？お
気軽にお申し込みください。（新型コロナウイルス感染症の感染拡大などの理由によ
り中止する場合があります。）

【予約・問合せ】
いちのみや保育所
　　☎ (42)2514

映画会
◆と　き　3月8日（水）
　　　　　午前10時から
◆内　容　�『パンダちゃんの交通安全』

ほか　　　　　
※要予約（月から金曜日）

子育て相談室「コアラ組」
◆と　き　3月3日（金）
　　　　　午前10時から正午
※要予約（月から金曜日）

園庭開放
　町内４か所の保育施設で園庭を開
放しています。詳しくは各施設にお
問い合わせください。

絵本の貸出をしています
保育所入所前の親子を対象に絵本
の貸出をします。

【3 月のテーマ】　『春がきた』
ぽかぽかのお日さまと一緒に暖か

い春がやってきました。桜のつぼみや
菜の花、かわいいちょうちょ…　外へ
出てみればウキウキする春が見つか
ります。絵本の中でもたくさんの春を
探してみてはいかがでしょうか。
◆と　き　午前９時から午後４時
　（月から金曜日）
◆ところ　はらっぱ文庫
　（いちのみや保育所玄関ホール）

※予約不要

親子で遊びましょう♪
　　　　　親子教室「ひよこ組」

　育児・栄養相談・看護師による身
体計測も行っています。ぜひお気軽
に遊びに来てください。
◆と　き　3月 7日（火）５組
　　　　　3月14日（火）５組
　　　　　午前10時から11時
　　　　　（午前9時45分から受付）

◆内　容　�『手形アートで
　　　　　　　　思い出づくり』
※要予約（月から金曜日）
※�お申し込みは前日までにお願いしま
す。保育所入所前のお子さんでした
らどなたでもご参加いただけます。

子育て支援館「おおぞら」
入園前の親子が安心して遊べる場所「おおぞら」は愛光保育園内にある子育て支援館です。
園庭で遊んだり、園児と交流したりできます。ぜひお子さんと一緒に遊びに来てください。

利用時間　月から金曜日　午前９時から午後３時
今月のイベント（要予約）
◆まねっこ保育園　3月7日（火）午前10時から
※イベント参加申込みはQRコードからご予約ください。感染状況により中止する場合があります。

【問合せ】　子育て支援館「おおぞら」　☎（40）1033

地域子育て支援「ちきんえっぐ」
「地域の親子にどんどん遊びに来てほしい。」そんな思いを込めて親子丼の英訳から名付けた“ちきんえっぐ”です。
一宮どろんこ保育園では、園庭開放や自然学校などの各種イベント（要予約）を実施しています。ぜひ、お子さんと一
緒に遊びにきてください。
また、今年度より月に１回保健センターで出前保育を実施しています。

＜出前保育日時＞　3月28日（火）午前10時30分から11時30分（予約不要）
◆親子ふれあい遊び、製作（いちご狩り）～いちごを作った後はみんなでいちご狩り～

【問合せ】　一宮どろんこ保育園　☎（44）7597

子育て支援室「しおかぜ」
東浪見こども園内にある子育て支援室「しおかぜ」では、在宅の親子向けに毎月イベントを開催しています。絵本
やおもちゃのご用意もありますので、お気軽にご来館ください。
利用時間　月から金曜日　午前９時から午後３時
今月のイベント
◆おもちゃの広場　3月8日（水）午前10時30分から　参加費500円
　東京おもちゃ美術館から楽しいグッドトイがやってきます。おもちゃコンサルタントと一緒にいろんな遊び方を
見つけて楽しみましょう！お弁当ご持参大歓迎です。みんなでゆっくりお話ししましょう。
※感染症などの状況によって二部制または要予約での開催としますので、公式LINEから最新情報をチェックしてください。

【イベントに関する問合せ】 Mommy way たまひよ部　☎050（3577）1335　*info@mommyway.net
【支援室に関する問合せ】　東浪見こども園　☎（36）7726

イベント申込みはこちら

ちきんえっぐだより



＊今月の１冊＊
「われ去りしとも美は朽ちず」

（玉岡かおる）
名画の数々を「美術陶板」で再現した、
世界に類をみない規模の美術館設立を
描いたアート小説。
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※まちの図書室の休館日は裏表紙のカレンダーをご覧ください。
【問合せ】　まちの図書室　☎（42）7799

まちの図書室から　～新着図書紹介～

有　料　広　告

書　籍　名 著　　者

なんとかしなくちゃ。青雲編 恩田陸

教誨 柚月裕子

プリテンド・ファーザー 白岩玄

金環日蝕 阿部暁子

家康が最も恐れた男たち 吉川永青

ジャーナリスト与謝野晶子 松村由利子

歴史の本棚 加藤陽子

地層のきほん 目代邦康ほか

釣り上達のコツ完全攻略 BOOK カルチャーランド

じぶんでよめるきょうりゅうずかん 成美堂出版編集部



保健センターだより

【問合せ】福祉健康課（保健センター）　☎（40）1055

お子さんの
　麻しん・風しんワクチン
　　2回接種は済んでいますか？は済んでいますか？は済んでいますか？は済んでいますか？は済んでいますか？は済んでいますか？
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Ｑ　予防接種は必要なの？

Ａ　麻しんや風しんを予防するためには、予防接種が最も有効な方法です。
例えば、麻しんは非常に感染力が強く、免疫を持たない人が感染すると、ほ
ぼ100％発症します。空気感染もするので、手洗いやマスクでは予防できま
せん。風しんは、発熱やリンパ節の腫れなどが現れる感染症です。合併症と
して、脳炎などを起こすことがあります。妊娠初期に免疫のない女性が風し
んにかかると、赤ちゃんが先天性の病気を持つ可能性があります。

Ｑ　新型コロナウイルス感染症が気になるから、予防接種を遅らせてもい
い？

Ａ　予防接種の時期は、感染症にかかりやすい年齢などをもとに決められて
います。遅らせずに、接種期間内に早めに接種を済ませてください。

定期接種の期間
　1期：生後12～ 24か月未満（２歳の誕生日の前日まで）
　2期：小学校就学前の1年間
　　　　令和4年度2期対象：平成28年4月2日～平成29年4月1日生まれ
　　　　接　種　期　間：令和 4年4月1日～令和5年3月31日まで
※この期間を過ぎると、費用は自己負担になります。
※�麻しん・風しん以外にも定期接種として、法令に定められている予防接種
があります。接種が済んでいるか、母子健康手帳で確認をお願いします。

福祉健康課（保健センター）　☎（40）1055

予診票が手元にな
い場合やご不明な
点がある場合など
お気軽にお問い合
わせください。



●�高齢者の介護に関する相談やお困りのことがありましたら、地域包括支援センターにお気軽に
ご相談ください。 【相談・問合せ】地域包括支援センター　☎（40）1055

今回は「フレイル」についてのお話です。
フレイルとは…加齢とともに心身の機能が低下し「健康」と「要介護状態」の中間の状態に
あることを言います。

★★★フレイルの３つの主な原因★★★
１．身体的要因
　加齢による運動機能低下や口腔機能低下によって十分な栄養を摂取することができないな
どの要因があります。
２．精神的・心理的要因
　身体が思うように動かないことに対するストレスや意欲・認知機能の低下などの要因があ
ります。
３．社会的要因
外出する機会が減り、家に閉じこもりがちになるなど社会との接点が失われ活力低下など
の要因があります。

☆☆☆フレイルを予防・改善するための３つのポイント☆☆☆
１．栄養
　食事の量や質の低下は低栄養を招き体力・筋力低下に直結します。また、口腔機能低下（噛む
力や飲み込む力など）は食欲低下にも繋がります。対策として３食きちんと食べ、タンパク質を
摂取しましょう。口腔ケアをしっかり行い、嚥下機能低下を防ぐお口の体操を行いましょう。
２．運動
　加齢に伴い体力は低下し、運動をすることが億

おっ
劫
くう
になったり昔から運動が苦手な方もいま

す。一度失った筋力を取り戻すのは大変なので、適度な運動をして身体機能を維持することが
大切です。無理をせずできることから始めていきましょう。自分でできることは自分で行い、
日頃から体を動かす習慣を身に付けましょう。
３．社会参加
　社会との繋がりが希薄になると意欲が失われるだけでなく、食欲減退や身体機能の低下を
招きます。また認知症やうつ病の発症リスクも高まります。趣味のサークルや地域の行事、ボ
ランティアなど自分に合った社会参加の方法を見つけて、積極的に他者との関わりを持ちま
しょう。こころの健康を維持するためにもとても重要です。

フレイル健康 要介護

フレイルは

要介護状態一歩手前
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すまいる介護コーナー 介護の情報を皆さんに発信していきます



☆３密を避けるため、対象地区の教室のみご参加ください。また、予約制で行います。
　定員に達した場合、次回の開催日に優先的にご予約を受け付けます。
☆新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、中止する場合があります。

3月　けんこう運動教室の日程

25 広報2023.2

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
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※けんこう運動教室は、①または②の時間いずれかでご予約ください。
【問合せ・予約受付】　地域包括支援センター　☎（40）1055
　　　　　　　　　　＊予約受付時間　午前8時30分から午後５時15分（平日のみ）

教室名 対象者 日　程 内　容 時　間 定員 予約開始日
͚Μ͜͏
ӡಈڭ室

ʲձʳ
อ݈ηϯλʔ

̍ʙ øþ۠ɾ ધ
಄څɾ৽ɾւ
ɾ৽ݪٶɾ؛
ʢҰॅٶॴʣ

3日(金) Ξοϓྗے
ମૢ

ᶃøúɿ÷÷ ʙ øûɿ÷÷
ʢडøùɿûü ʙʣ ù÷ਓ

݄̎ùûʢۚʣᶄøûɿú÷ ʙ øüɿú÷
ʢडøûɿøü ʙʣ ù÷ਓ

13日(月)
ຫੑ௧༧
ͱհޢ༧
ମૢ

ᶃøúɿ÷÷ ʙ øûɿ÷÷
ʢडøùɿûü ʙʣ ù÷ਓ

݄̏̒ʢ݄ʣᶄøûɿú÷ ʙ øüɿú÷
ʢडøûɿøü ʙʣ ù÷ਓ

24日(金) χίχί
ମૢ

ᶃøúɿ÷÷ ʙ øûɿ÷÷
ʢडøùɿûü ʙʣ ù÷ਓ

݄̏øþʢۚʣᶄøûɿú÷ ʙ øüɿú÷
ʢडøûɿøü ʙʣ ù÷ਓ

౦࿘ݟ
͚Μ͜͏ӡಈڭ室
ʲձʳ
౦࿘ݟ
ίϛϡχςΟηϯλʔ

౦࿘ݟ۠ɾ৽
ʢ౦࿘ॅݟॴʣ 7日(火) ϦζϜମૢ ø÷ɿ÷÷ ʙ øøɿú÷

ʢडĀɿûü ʙʣ ø÷ਓ ݄̎ùÿʢՐʣ

23日(木) χίχί
ମૢ

ø÷ɿ÷÷ ʙ øøɿú÷
ʢडĀɿûü ʙʣ ø÷ਓ ݄̏øýʢʣ

保健センター
3 月 の行事

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、延期または中止する
場合があります。詳しくはお問い合わせください。

【問合せ】　福祉健康課（保健センター）　☎（40）1055

保
健
セ
ン
タ
ー

名　　　称 日　　　程 時　　　間 内　　容　・　対　　象 場　所

育 児 相 談（ 予 約 制 ）
3日（金） 9：00～ 11：00

子育てに関するさまざまな相談
14日（火） 9：00～ 11：00

2 歳 児 歯 科 健 診
15日（水） 対象者には別途通知

します。

令和２年12月生まれ

3 歳 児 健 診 令和元年10月～ 12月生まれ

乳 児 相 談 16日（木） 対象者には別途通知します。 4ヶ月児・12ヶ月児

親子ふれあい教室（予約制） 20日（月）
9：30～ 10：30 あそびの教室（定員10人）

1歳児（きょうだいの参加可）と保護者

10：45～ 11：45 あそびの教室（定員10人）
0歳児（きょうだいの参加可）と保護者

献 血 22日（水）
10：00～ 11：45

希望者
ご協力をお願いします

13：00～ 16：00

あ そ び の 広 場

1日（水）・2日（木）・6日（月）・7日（火）
8日（水）・9日（木）・10日（金）・13日（月）
17日（金）・22日（水）・23日（木）・24日（金）
27日（月）・28日（火）・29日（水）・30日（木）
31日（金）

9：30～ 12：00
13：00～ 16：00
乳幼児と保護者



ゴミ収集コース
（１区～ 10区）　 （11区～ 17区・船頭給・新地・宮原・海岸）　 （綱田～新熊・新浜）

： 休日当番医（9：00 ～ 17：00）※変更する場合もあります。中央消防署指揮情報係☎（24）0119 にお問い合わせ
するか、長生郡市広域市町村圏組合（https://choseikouiki.jp/kyuujitsutouban/）をご確認ください。

（休日当番医は、緊急の患者さんが対象です。緊急でないときは、翌日かかりつけのお医者さんに受診してください。）

当

●
１コース ２コース ３コース

いちのみや
広報カレンダー 2023

いちのみや 33
※カレンダーは 3 月の予定です。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

人権行政相談

子育て相談室「コアラ組」

5 6 7 8 9 10 11
定例議会（初日）
親子教室「ひよこ組」

活性肥料の無料配付

（場所：北部クリーン　）クリーンプラント

町長室開放日

一宮中学校卒業式

当 長生八積医院
☎（32）3282

12 13 14 15 16 17 18
親子教室「ひよこ組」 定例議会（最終日）

東浪見小学校卒業式 一宮小学校卒業式
町史編さん講座

当 長生診療所
☎（32）3303

19 20 21 22 23 24 25
心配ごと相談

当 よねもと整形外科
☎（40）1065

当 長 島 医 院
☎（42）8800

小中学校修了式

26 27 28 29 30 31
法律相談

当 いちのみやクリニック
☎（42）1616

広報「いちのみや」を
スマートフォンへ
配信します。
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燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

１ コ ー ス
資 源 ゴ ミ

１ コ ー ス
燃えないゴミ

3 コ ー ス
資 源 ゴ ミ

３ コ ー ス
燃えないゴミ

３ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

１ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

２ コ ー ス
燃えないゴミ

２ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

２ コ ー ス
資 源 ゴ ミ

☎（24）1010
診療科目：内科・小児科
受付時間：

19：45 ～ 22：45
茂原市八千代1-5-4

（中央消防署裏）
テレフォン案内

☎（24）1011
（19時～翌朝6時）

♯７００９
医療機関を受診するか
救急車を呼ぶか迷った
ときにご相談ください。
平日・土曜日
　18時～翌朝6時
日曜・祝日
　9時～翌朝6時
ダイヤル回線　

☎03（6735）8305

♯８０００
お子さんの急な病気で
心配なとき、看護師や
小児科医が電話でアド
バイスします。

毎日
19時～翌朝6時

ダイヤル回線　
☎043（242）9939

夜間急病診療所 救急安心電話相談 こども急病電話相談

֬ఆਃࠂ
�݄��ʢʣʙ�݄��ʢਫʣ
Εͣʹਃ͠ࠂ·͠ΐ͏��

税金、各種保険料
は納め忘れのない
ようにお願いしま
す。
納税は口座振替を
おすすめします。

まちの図書室休




